
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用者の飲み物を紹介します 

 

田平ホームでの苦情解決の取組 

特集 
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9月 15日 田平ホーム敬老祝賀会を開催しました 

令和５年度 

理
事
長
・
施
設
長
の
挨
拶
で
開
会 

今年の記念品 

職員デザインのタオル 

ご
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を 

受
け
と
れ
ば
皆
さ
ん
自
然
と 

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す 

理
事
長
よ
り
記
念
品
の
贈
呈 

利
用
者
代
表
で
大
浦
菊
子
さ
ん
に

贈
ら
れ
ま
し
た 

職員による 

「田助ハイヤ節」 
 

編み笠は 

職員の手作り！ 
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今年も厨房職員が腕を振るいました！ 

嬉しいことに皆さん「美味しい」といつにも増して食が進まれていました 

 

赤
飯 

鯛
の
塩
焼
き 

鰻
巻
き 

祝
か
ま
ぼ
こ 

紅
白
な
ま
す 

お
煮
し
め 

す
ま
し
汁 

祝
ま
ん
じ
ゅ
う 

山内育成会の子供たちによる 

貼り絵のプレゼント！ 

切絵や折り紙の華やかな花束が届きました！ 

 

今年度ポスター 

たくさんのお祝いメッセージ 

ありがとうございました 

お
品
書
き 
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https://1.bp.blogspot.com/-tzP9gGYpFP8/XVjgHkZ40UI/AAAAAAABUMU/zQeTzUi4MjMRSXxZBI3cOqDY

XwiAQhe1wCLcBGAs/s1600/drink_lemonade.png
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田平ホームの 

ドリンク 特集 

～利用者の皆さんが普段飲まれている飲み物を紹介します～ 

食事のお供 

茶、ほうじ茶、白湯、牛乳、ヤクルト 

水分補給 

ゼリー、コーヒー、紅茶、麦茶、イオン飲料 

おやつ・イベント 

ジュース、ノンアルコールビール、玉子酒、抹茶 

栄養補助飲料 

ミニ、エンジョイ、スイスイ 

本人の好みやアレルギーなど考慮して提供しています。 

 

レクリエーション後や入浴後には 

水分補給をしてもらっています。 

高齢者の中には、だんだんと食事量が 

減ってしまう方がいます。 

栄養補助飲料は少ない量でも 

高カロリーを摂れるようになっています。 

田平ホームの玉子酒は絶品で、利用者の皆さんに大人気です!! 

https://1.bp.blogspot.com/-tzP9gGYpFP8/XVjgHkZ40UI/AAAAAAABUMU/zQeTzUi4MjMRSXxZBI3cOqDYXwiAQhe1wCLcBGAs/s1600/drink_lemonade.png
https://1.bp.blogspot.com/-tzP9gGYpFP8/XVjgHkZ40UI/AAAAAAABUMU/zQeTzUi4MjMRSXxZBI3cOqDYXwiAQhe1wCLcBGAs/s1600/drink_lemonade.png
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ロビー自販機 番外編① 

 
甘いコーヒーやイオン飲料は人気がありますが、 

水やお茶はいまひとつ… 

番外編② 給茶機 

田平ホームには２つの給茶機があります。 

それぞれ『HOT』と『COLD』があり、 

季節を問わず使用しています。 

⬇

山
内
里
見
様
は 

カ
フ
ェ
ラ
テ
が
好
き
と
の
こ
と
で
す 

田平ホームでは、苦情解決実施要綱に基づき以下の流れで解決を致します。 

令和４年度の苦情の受付はありませんでした。 

 

苦
情
解
決
に
つ
い
て 



 
 

 

 

バリ、減量がうま

くいかないこと。こ

こ数年で太ってきた

ので不健康と思われ

るのは心外。元の体

重に戻りたいと思っ

ています。      

切にしていたゲー

ムのパッケージが欠

けてしまったことで

す。最近一番の悲しい

出来事。世界に悲しい

ニュースが溢れてい

ることも哀しいカナ。        

 味である楽器を吹い

ている時が楽しいで

す。高校の時吹奏楽部

だったので、トランペ

ットやユーフォニアム 

を自己流ですが楽しん

でいます。       

。                              
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第 7 弾 

ビー玉遊び 
を紹介します 

 

 
 

 年の春に引っ越し

て、就職先として田平

ホームに勤められた

ことが嬉しいです。  

以前も介護の仕事に

就いていました。         

 

▲わかりやすく、細かいルールも

教えて下さいました 

ラムネの栓として使われていたガラス玉を取り出し、おもちゃとして使われ出したのがビー玉

遊びの普及の始まりといわれています。子供たちが集めたビー玉を持ち寄って集い、多くの

場合、自分のビー玉を相手のビー玉にぶつけて遊び、ぶつけることによってビー玉の持ち主

が変わります。地域によってルールは様々です。 

ｲﾗｽﾄ/Freepik 

「生まれたと同時に手足が不自由だったけれど、友達に不自

由したことはないよ。いつも友達にかばわれ、囲まれて楽しく

遊んでいたなあ。」と「子供の頃 どんな遊びをしていました

か？」の問いに答えてくださった松本進さん（89）。ビー玉遊

びはお兄様が上手だったそうです。ムクロの実（方言：ムクロジ

の実）を集めてビー玉を投げ入れ、はみ出した実を自分のもの

にする遊びや、地面にあけた５つの穴に順番にビー玉を入れて

いき、最後はビー玉を狙って指ではじき、自分の手のひらを広

げた長さの差までにつけることが出来れば自分のものにでき

るといったルールで遊んでいたそうです。 

 

男女を問わず、ビー玉を子供の頃集めていたというお話を多

くの方から聞くことができました。 



 

 

 

 

                       

介護職 

西山 沙和 
 

 

 

 田平ホームに入職して 3 年目にな

りました。入職当初を思い出すと日々

覚えることが多く大変でしたが、今こ

こで働けているのは先輩職員、利用者

の皆さんのおかげだと思います。

日々、学ぶことや新しい発見があり、

やりがいをとても感じています。 

まだまだこれからも変わらず自分

らしく、「若さ」を取り柄に仕事もプ

ライベートも充実させて 3 年目もが

んばります。 

№８３  
『やりがいを感じています』 

▲いつも笑顔。おしゃべりも陽気

で、回りを明るくして下さいます 
ほほえみ 8 

 ２０代の中ごろに免許を取得してから、

運転は好きでしたが、７０代で交通事故に

あって身体が不自由に・・・。 

奥様曰く、「明るい性格なのでいつも話し

相手になってくれて、一緒にいて楽しい」

とのこと。松男さんも「２８歳で結婚した

若い頃は大人しかったけれど、二人のとき

はよくおしゃべりするよ。」と話してくれま

した。 

▶
運
転
免
許
証
（
42
歳
頃
）
の 

写
真
を
お
借
り
し
ま
し
た 

ちょっと懐かしいインテリア  

亀
井
亀
井
ヨ
シ
エ

ヨ
シ
エ
さ
ん
（

さ
ん
（  

  

歳
）
歳
）  

文化祭に出品の後、お部屋に飾る予定 
                デス 

 

宮
田
宮
田
ス
ミ
ス
ミ
さ
ん
（

さ
ん
（  

  

歳
）
歳
）  

可
愛
い
ピ
ン
ク
に
色
と
り
ど

り
の
帽
子
飾
り
を
し
ま
し
た 

２
色
の
紫
を
選
び
、
帽
子
を

綺
麗
な
丸
に
仕
上
げ
ま
し
た 



「
不
安
」
か
ら
「
安
心
」
へ 

 

夕
方
に
な
る
と
必
ず
「
家
へ
帰
ら

ん
ば
」
と
一
人
の
利
用
者
が
言
わ
れ

ま
す
。
「
家
に
帰
っ
て
ど
う
す
る

と
？
」
と
私
。「
息
子
の
待
っ
と
る
、

ご
飯
ば
炊
い
て
食
べ
さ
せ
ん
ば
」
と

お
母
さ
ん
の
表
情
で
一
生
懸
命
訴

え
ら
れ
ま
す
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も

親
は
親
、
子
は
子
な
ん
だ
な
と
思

い
、
傍
で
見
守
り
会
話
し
ま
す
。 

す
る
と
「
帰
る
」
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
は
違
う
方
向
へ
切
り
替
わ
り
、

夕
食
を
食
べ
居
室
に
帰
っ
て
横
に

な
る
。
と
い
う
日
常
に
戻
り
ま
す
。 

幾
度
な
く
繰
り
返
さ
れ
る
こ
の

や
り
取
り
に
、
寄
り
添
い
共
に
生
活

し
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の 

過
ご
し
方 

 

当
ホ
ー
ム
で
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
ご
利
用
し
て
頂
く
際
は
基
本

入
所
者
の
方
と
一
緒
に
日
常
生
活

を
送
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
月
曜
日

か
ら
土
曜
日
の
午
前
中
は
遊
び
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
簡
単
な

運
動
や
発
音
・
嚥
下
訓
練
、
音
楽
を

楽
し
み
、
午
後
か
ら
は
自
由
時
間
、

週
２
回
の
入
浴
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る

こ
と
で
ご
家
族
の
介
護
負
担
、
ご
利

用
者
様
の
適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
提
供
し
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
、
身
体
・
精
神
状
態
の
維

持
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

読む！ 
 ヨム！ 

定

 期

 だ

 よ

 り

 

各職種よりお知らせ、 

お願い、その他 

 面会について  

 
   毎月 ホームペー
ジに掲載している「まん
ぷくバイ」の記事をイン
スタグラムに転載して
います。他にも、食事や
行事、菜園情報などを月
に数回載せています。 
どんなことを載せた

らよいやら試行錯誤し
ておりますが、いいねや
コメントをお待ちして
います。等身大でがんば
っています。 

 
   ９月は感染対策の
為の面会制限にご協力
頂きありがとうござい
ました。 
 現在は「緩和」という
ことで、玄関でご家族２
名迄１０分程度。健康チ
ェックをご記入いただ
くという形でお願いし
ています。 
ご協力お願い致します 

   

フォロワー 

お知 

  らせ 
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宅介護 

 ｼｮｰﾄｽﾃｲ 

 

厨房 MEMO 

 

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を 

活
用
し
ま
せ
ん
か 

 

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
は
、
た
と

え
相
手
が
認
知
症
の
方
で
あ
っ
て

も
人
と
し
て
尊
重
し
「
見
る
」「
話

す
」
「
触
れ
る
」
「
立
位
の
援
助
」

の
四
つ
の
柱
を
基
本
と
し
た
技
術

を
用
い
、
相
手
と
良
好
な
関
係
を

保
ち
な
が
ら
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で

す
。
人
と
は
何
か
？
を
考
え
る
時
、

周
囲
と
の
社
会
性
を
保
ち
な
が
ら

生
き
て
い
る
存
在
で
あ
り
「
あ
な

た
を
大
切
に
思
っ
て
い
ま
す
」
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
続
け
、
利

用
者
と
介
護
者
が
お
互
い
に
心
を

通
じ
合
わ
せ
穏
や
か
な
日
々
を
過

ご
せ
る
よ
う
ケ
ア
を
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。 

お
彼
岸
を
感
じ
て
頂
く 

 「
暑
さ
、
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と

言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
厳
し
か

っ
た
夏
の
暑
さ
も
少
し
和
ら
ぎ
、
朝

夕
は
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
お
彼
岸
の
時
期
は
春
と
秋

の
２
回
で
、
春
分
の
日
と
秋
分
の
日

を
中
日
と
し
た
７
日
間
で
す
が
、
春

分
と
秋
分
の
日
は
こ
の
世
と
あ
の

世
が
最
も
近
く
通
じ
や
す
く
、
彼
岸

に
い
る
ご
先
祖
様
を
よ
り
近
い
距

離
で
供
養
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

ホ
ー
ム
で
は
毎
年
、
春
分
の
日
と

秋
分
の
日
に
は
お
墓
参
り
な
ど
な

か
な
か
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
利

用
者
様
に
も
ご
先
祖
様
を
心
の
中

で
ご
供
養
い
た
だ
け
れ 

ば
と
い
う
思
い
か
ら
、 

炊
き
込
み
ご
飯
や
お
煮 

し
め
、
お
は
ぎ
な
ど
を 

提
供
し
て
い
ま
す
。 

ご先祖様を心

の中でご供養

しましょう。 

みんなと一緒に

楽しく過ごしま

しょう。 

 

 

 

ｲﾝｽﾀ 

 ｸﾞﾗﾑ 

音
楽
リ
ハ
ビ
リ 

 

月
に
2
回
音
楽
リ
ハ
ビ
リ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
童
謡
、
唱
歌
、
昭
和

の
懐
か
し
い
曲
、
聞
き
覚
え
の
あ
る

曲
を
楽
器
で
演
奏
し
た
り
音
楽
に

合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
手
拍
子
を
う

っ
た
り
、
身
体
を
動
か
し
た
り
し
ま

す
。
歌
う
こ
と
で
精
神
的
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
健
康
維
持
に
も
繋
が
り

ま
す
。
ま
た
音
の
記
憶
は
覚
え
て
い

ま
す
の
で
歌
と
共
に
当
時
の
思
い

出
が
甦
り
日
頃
無
口
な
方
で
さ
え

も
周
囲
と
の
会
話
が
弾
み
表
情
も

緩
ま
れ
笑
顔
も
見
ら
れ
ま
す
。 

口
を
動
か
す
事
は
口
腔
機
能
の

維
持
に
も
繋
が
り
ま
す
。
利
用
者
の

方
か
ら
「
歌
う
こ
と
は
よ
か
ね
」
と

笑
顔
で
話
さ
れ
ま
す
。 

  

  

 機能訓練の栞 

 

おおいに歌っ

て健康を維持

しましょう！ 

医務室通信 

 
認知症であって

も「尊重」の気

持ちを失わない 

 介護日和 

 
キーワードが

切替わるには

見守り寄り添

い会話が必要

です 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋
の
唱
歌 

 

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま 

で
午
前
中
は
皆
さ
ん
集
ま
っ 

て
遊
び
り
テ
ー
シ
ョ
ン
（
「
遊
び
」

と
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
つ
な

げ
た
造
語
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
軽

体
操
や
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
と
共
に
、

季
節
の
歌
を
皆
で
歌
い
ま
す
。
老

若
男
女
、
季
節
感
や
一
体
感
が
感

じ
ら
れ
と
て
も
人
気
で
す
。『
小
さ

い
秋
見
つ
け
た
』『
た
き
び
』『
も

み
じ
』『
虫
の
声
』
な
ど
が
秋
の
定

番
で
す
。
マ
イ
ク
を
向
け
る
と
恥

ず
か
し
そ
う
に
、
嬉
し
そ
う
に
、

一
生
懸
命
歌
っ
て
下
さ
い
ま
す
。 

「
介
護
」
に
興
味
が 

あ
る
そ
う
で
す 

 

９
月
１３
日
か
ら
３
日
間
、
平
戸

市
立
田
平
中
学
校
よ
り
２
年
生
１

名
の
職
場
体
験
を
受
入
れ
ま
し
た
。 

 

食
事
の
準
備
や
利
用
者
と
の
会

話
等
お
手
伝
い
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

  

飲
酒
運
転
は
ダ
メ
！ 

 

安
全
運
転
管
理
者
に
よ
る
ア
ル

コ
ー
ル
検
知
器
を
使
っ
た
チ
ェ
ッ

ク
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
田
平
ホ
ー

ム
で
も
探
知
機
と
『
酒
気
帯
び
有
無

確
認
表
』
を
使
い
、
義
務
化
に
先
駆

け
て
実
施
を
し
て
い
ま
す
。 

 

夏
の
思
い
出 

 

７
月
は
七
夕
会
や
流
し
そ
う

め
ん
。
８
月
に
は
初
盆
供
養
や
か

き
氷
会
、
す
い
か
割
り
も
行
い
ま

し
た
。
菜
園
で
は
ト
マ
ト
や
ゴ
ー

ヤ
等
多
く
の
夏
野
菜
を
収
穫
。 

そ
う
め
ん
流
し
は
毎
年
よ
り

も
竹
を
長
め
に
切
っ
て
一
度
に

多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ

う
め
ん
の
ほ
か
、
ブ
ド
ウ
や
プ
チ

ト
マ
ト
、
ゼ
リ
ー
等
も
流
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北松農業高校生による、介護職員初任者 

研修の実習を田平ホームでは毎年、受入れていま

す。実習生の熱意や素朴な質問に、職員も認識を

新たにするよい機会です。利用者の皆さんも若者

の働く姿を眺め、喜んでいらっしゃいます。 

 

  分の言葉で自分が伝えたいことを話して

も聞き手に思った通りには伝わらないという

ことに気づかされた研修でした。ご利用者にも

ご家族にも、職場の仲間にも、正しく伝えると

いうことはとても大切です。この研修で学んだ

ことを、全職員会議で発表する予定です。   

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ 

 
 ホ

ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
じ
ゅ
う
じ

ゅ
う
と
音
と
香
り
を
た
て
て
、
焼

き
そ
ば
を
作
り
、
頂
き
ま
し
た
。  

利
用
者
の
皆
さ
ん
も
料
理
は

お
て
の
も
の
。
あ
っ
と
い
う
間
に

で
き
た
焼
き
そ
ば
に
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。 

 

作
品
作
り
に 

励
ん
で
い
ま
す 

 

令
和
５
年
度
も
田
平
町
文
化

祭
、
平
戸
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
の

両
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
田

平
ホ
ー
ム
で
も
出
品
に
向
け
て

の
作
品
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

習
字
に
ぬ
り
え
、
手
芸
、
詩
句

な
ど
様
々
な
作
品
を
今
年
も
出

品
す
る
予
定
で
す
。 
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入
所
検
討
委
員
会 

  

８
月
２８
日
午
後
、
令
和
５
年
度

第
２
回
入
所
検
討
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

「
入
所
指
針
」
に
基
づ
き
、
第
３

者
委
員
を
交
え
て
入
所
検
討
委
員

会
を
開
催
し
、
入
所
順
位
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
男
性
１１

名
女
性
３４
名
の
計
４５
名
の
待
機

者
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
入
所

順
位
を
決
定
し
ま
し
た
。
入
所
申

込
は
１
年
更
新
と
な
っ
て
お
り
、

更
新
日
が
近
づ
い
た
方
に
は
連
絡

を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

令
和
４
年
度
の
新
規
入
所
者
は

１８
名
令
和
５
年
度
は
９
月
末
現

在
で
１４
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご
利
用
者
の
大
切
な
思
い
出
と

し
て
生
き
が
い
や
楽
し
み
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
の

思
い
を
込
め
て
、
今
年
も
「
敬
老

祝
賀
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

長
寿
を
尊
び
感
謝
と
尊
敬
を

表
す
特
別
な
日
、
家
族
や
地
域
と

の
結
び
つ
き
を
強
化
し
高
齢
者

を
支
援
す
る
文
化
と
し
て
、
い
つ

ま
で
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。 

朝
晩
の
涼
し
さ
で
秋
の
訪
れ
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
号
は
敬
老
祝
賀
会
を
特
集
し
ま

し
た
が
、
こ
の
夏
も
「
そ
う
め
ん
流

し
」「
七
夕
会
」「
ス
イ
カ
割
り
」「
か

き
氷
会
」
等
、
夏
な
ら
で
は
の
様
々

な
行
事
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

ホ
ー
ム
で
の
日
常
に
プ
ラ
ス
さ

れ
る
楽
し
み
で
、
ご
利
用
者
様
の
歓

声
や
は
じ
け
る
笑
顔
を
見
る
事
は

職
員
に
と
っ
て
も
働
く
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
ス
ポ

ー
ツ
・
芸
術
・
食
欲
の
秋
！
に
ま
つ

わ
る
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 


